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要旨 

本稿では、新型コロナウイルス感染症に対応する総合診療医の姿やそれを描くための方法論に関する論文を読む

ことを課した学生（医学部・文学部）の反応を紹介・整理した。医学生に固有の反応は、問題解決を全部自分（医

師）がやろうと気負うこと、医師によるSNSでの情報収集への違和感の表明の強さなどである。ここから、医学
生向けの人類学の授業においては、「情報の翻訳」の場面をエスノグラフィックに提示することと医師が多職種・

他領域と連携している姿や場合によっては当惑している姿をエスノグラフィックに提示すること、これらが有益

であることが示唆された。エスノグラフィや人類学の論文を教材とする意義は、人の生の多面性などについて具

体例に基づいて議論できることであることも示唆された。課題は国際比較や人類学者側の準備の推進である。 
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